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講義

‒

講義の概要とねらい

競争的意思決定状況を数理的に扱うための理論である非協力ゲーム理論の基礎と、そこから派生したさまざまな
理論を、ディスカッション、グループワーク、講義、演習を通じて取り扱う。
 
非協力ゲーム理論の基礎的枠組みとしての「標準形ゲーム」、「展開形ゲーム」、「繰り返しゲーム」、そし
て、非協力ゲーム理論から派生した理論である「メタゲーム理論」、「コンフリクト解析」、「ハイパーゲーム
理論」、「ソフトゲーム理論」についてのさまざまな概念の数理的な定義と分析方法を与えることで、各枠組み
や理論の特徴を理解させることが本講義のねらいである。

到達目標

本講義を履修することによって次の能力を修得する。
１） 競争的意思決定状況を数理的に扱うための理論で使われる概念の定義を他者に伝えることができる。
２） 競争的意思決定状況を数理的に扱うための理論における分析方法を他者に伝えることができる。
３） 競争的意思決定状況を数理的に扱うための理論の特徴を他者に伝えることができる。

キーワード

標準形ゲーム、展開形ゲーム、繰り返しゲーム、そして、非協力ゲーム理論から派生した理論であるメタゲーム
理論、コンフリクト解析、ハイパーゲーム理論、ソフトゲーム理論

学生が身につける力

国際的教養力 コミュニケーション力 専門力 課題設定力 実践力または解決力

✔ ✔ ✔ ‒ ✔

授業の進め方

１つの理論につき２回または３回の授業を使う。
 

http://www.ocw.titech.ac.jp/index.php?module=General&action=T0300&GakubuCD=7&KamokuCD=110100&KougiCD=201700906&Nendo=2017&lang=JA&vid=03


１回目の授業では、その理論で記述できる意思決定状況の例について、受講生が、はじめは１人で、次に他の受
講生とペアで、さらに４人のグループで、最後に受講生全体で検討する。その後、取り上げた理論についての講
義と演習を行う。授業の最後に、個人の考察や他の受講生の考え、講義、演習を通じて学んだことを、受講生そ
れぞれが「サマリー・レポート」に書いて提出する。
 
２回目および３回目の授業では、１回目の授業と同様、その理論における分析方法を、ディスカッション、グル
ープワーク、講義、演習を通じて学び、「サマリー・レポート」を提出する。

授業計画・課題

  授業計画 課題

第1回 標準形ゲームの枠組み 標準形ゲームの定義と特徴を述べよ。

第2回 標準形ゲームの分析 標準形ゲームの分析方法を説明せよ。

第3回 標準形ゲームの応用 標準形ゲームの応用例を説明せよ。

第4回 展開形ゲームの枠組み 展開形ゲームの定義と特徴を述べよ。

第5回 展開形ゲームの分析 展開形ゲームの分析方法を説明せよ。

第6回 繰り返しゲームの枠組み 繰り返しゲームの定義と特徴を述べよ。

第7回 繰り返しゲームの分析 繰り返しゲームの分析方法を説明せよ。

第8回 メタゲーム理論 メタゲーム理論の特徴を述べよ。

第9回 メタゲーム理論における分析 メタゲーム理論における分析方法を説明せ
よ。

第10回 コンフリクト解析の枠組み コンフリクト解析の特徴を述べよ。

第11回 コンフリクト解析における分析 コンフリクト解析における分析方法を説明
せよ。

第12回 ハイパーゲーム理論 ハイパーゲーム理論の特徴を述べよ。

第13回 ハイパーゲーム理論における分析 ハイパーゲーム理論における分析方法を説
明せよ。

第14回 ソフトゲーム理論 ソフトゲーム理論の特徴を述べよ。

第15回 ソフトゲーム理論における分析 ソフトゲーム理論における分析方法を説明
せよ。

教科書

猪原健弘、「合理性と柔軟性－競争と社会の非合理戦略I」、勁草書房、2002年（1.1節、2章、3章、4章、5
章）（ISBN‒10: 4326502223、ISBN‒13: 978‒4326502226）

参考書、講義資料等

猪原健弘、「感情と認識－競争と社会の非合理戦略II」、勁草書房、2002年（ISBN‒10: 4326502231、ISBN‒
13: 978‒4326502233）。講義資料はOCW‒iか授業中の配布により与える。

成績評価の基準及び方法

成績評価は、毎回の授業で提出する「サマリー・レポート」（合計50%）と期末試験（50%）に基づいて行う。

InoLab Secretary 2
テキストボックス
第16回　期末試験



関連する科目

LAH.T108 ： 意思決定論Ａ
LAH.T307 ： 意思決定論Ｃ
LAH.T107 ： 社会モデリングＡ
LAH.T209 ： 社会モデリングＢ
LAH.T308 ： 社会モデリングＣ

履修の条件(知識・技能・履修済科目等)

意思決定問題への興味があることが望ましい。「意思決定論A」を履修済みであること、または、同等の知識が
あることが望ましい。

連絡先（メール、電話番号）

猪原健弘（いのはらたけひろ）、inohara.t.aa＠m.titech.ac.jp

オフィスアワー

メールで事前予約すること。担当教員の居室は西9号館8階813号室。

その他

当講義は理学の内容を含む。

InoLab Secretary 2
テキストボックス
inostaff@shs.ens.titech.ac.jp

InoLab Secretary 2
テキストボックス
【講義スケジュール】第1回　  4月11日（火）第2回　  4月14日（金）第3回　  4月18日（火）第4回　  4月21日（金）第5回　  4月25日（火）第6回　  4月28日（金）第7回　  5月2日（火）第8回　  5月9日（火）第9回　  5月12日（金）第10回　5月16日（火）第11回　5月19日（金）第12回　5月26日（金）第13回　5月30日（火）第14回　6月2日（金）第15回　6月6日（火）第16回　6月8日（木）期末試験　※金曜日授業の日　※5月23日（火）は休講




